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7 月 26 日に「飛鳥・藤原の宮都」がユネスコ世界文化遺産に登録されました。日本初の本格
的な宮都が営まれた飛鳥・藤原は、古代国家形成の舞台として高い歴史的価値が評価されて
います。「飛鳥・藤原の宮都」は、推古・皇極（斉明）・持統・元明の 4 人 5 代の女性天皇
が即位し、乙巳の変から壬申の乱という混乱期を経て、国家の基礎が築かれた時代でした。 
01「飛鳥宮跡」02「飛鳥京跡苑池」03「飛鳥水落遺跡」04「酒船石遺跡」05「飛
鳥寺跡」06「橘寺跡」07「山田寺跡」08「川原寺跡」09「檜隈寺跡」10「石舞台
古墳」11「菖蒲池古墳」12「牽牛子塚古墳」13「藤原宮跡」14「大官大寺跡」15
「本薬師寺跡」16「天武・持統天皇陵古墳」17「中尾山古墳」18「キトラ古墳」
19「高松塚古墳」 

こうした現代まで連なる過去の歴史を棄て、統一教会に連なる高市自民は 30 親等以上離れ
た男系の養子を容認する一方、直系の女性天皇を認めないとする皇室典範に改悪しました。
国連のハク事務総⾧副報道官は１７日、日本の皇室典範改正を受け、「全ての国に対し、あ
らゆる地位や職業において女性の権利向上につながる包摂的な政策を奨励する」とのグテレ
ス事務総⾧の見解を示しました。読売新聞によれば皇室典範を再び改正して、女性の天皇を
認めることに「賛成」は 85％で、「反対」は 8％でした。一政権が国体を歪める暴挙を許し
てはならないと思います。                  代表取締役 渡邉 裕介 

女性天皇の時代「飛鳥・藤原の宮都」世界遺産登録 

米イラン停戦合意後、再び攻撃の応酬が始
まったことや親イラン武装組織フーシ派
が、紅海経由のｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ産原油の輸出を脅
かしたことで直近は原油価格は上昇に転
じ、緊張が高まっています。ホルムズ海峡
閉鎖以降、ﾊﾌﾞｴﾙﾏﾝﾃﾞﾌﾞ海峡は紅海ルートの
要衝となってきました。フーシ派の幹部は
29 日共同通信の取材に対し、イエメン沖の
ﾊﾌﾞｴﾙﾏﾝﾃﾞﾌﾞ海峡の通航を巡り、攻撃対象は
ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱの船舶だけで日本を含めたその他
の国の船舶は狙わないと説明しました。 

サウジ産原油紅海ルートで懸念 

石油に関わる代替調達などの変容から潤滑
油の材料となるベースオイルや添加剤は調
達難から価格変動幅が大きくなっていま
す。グループ I 基油は世界的に最もポピュ
ラーな潤滑油基油ですが、グループ II や
III 基油は、水素化分解プロセスを利用
し、硫黄分や基油中の芳香族炭化水素成分
を低くした高粘度指数基油です。8 月につ
いては一般オイルは値下がりする一方、グ
ループⅢに属するオイル、添加剤を使用す
るオイルは変則的な値上がりとなるケース
があります。大変わかりにくいと思います
が、ご理解のほどよろしくお願い申し上げ
ます。 
 

潤滑油価格変動 



   

資源エネルギー庁が 7 月 31 日に発表した 6 月分の石油統計速報によると、原油輸入量は
1003 万 kl（前年同月比 5.9％増）と 4 か月ぶりに前年を上回りました。輸入先国は、量が多
い順に UAE（359 万 kl、27.3％減）、アメリカ合衆国（324 万 kl、7199.8％増）、サウジア
ラビア（217 万 kl、30.6％減）、クウェート（50 万 kl、12.6％減）などとなっています。 
米国産原油の輸入が大幅に増加する一方、それだけ米国産原油在庫は逼迫しつつあります。
米エネルギー情報局（EIA）が 29 日発表した週間石油在庫統計によると、先週の米民間原油
在庫は予想を上回る取り崩しとなり、戦略石油備蓄(SPR)を含む在庫は 1100 万バレル減の 7
億 1220 万バレルで、1984 年以来の低水準となっています。こうした点で足元が充足されて
値下りしたとしても、決して楽観できる状況にありません。 
一方、LP ガスは 8 月 CP 価格でプロパン 620 ㌦/㌧(前月比＋40 ㌦)、ブタン 640 ㌦/㌧(前
月比＋40 ㌦)と値上がりに転じました。現状では潤滑油等の石油製品、塗料・シンナー、断
熱材、塩ビ管等の不足感は大幅に改善されつつあるといいます。しかし、鋼材や住設機器等
様々な分野で値上げが発表されています。また、イランがホルムズ海峡を管理するためとし
て設置した「ペルシャ湾海峡庁」は海峡の通航が「不可能になっている」と X に投稿してお
り、供給と価格の安定化には程遠い状況にあります。 

http://eneq.jp/ 

“高市円安”が市民生活を直撃 

中東情勢なお不安定 

令和 8 年熊本地震 

7 月 28 日 16 時 27 分に「令和 8 年熊本地
震」が発生しました。地震の規模はマグニ
チュード 7.1 で、熊本県の宇城市と八代郡氷
川町で最大震度 7 を観測しました。度重な
る余震もあり、多数の死傷者が出ていま
す。また、連日の猛暑の中、冷房なしの環
境下で避難生活を強いられる人もいます。
早い段階でのインフラ復旧と住居の確保が
望まれます。イオンモール熊本では衝撃波
を伴う爆発が発生し、ガスコージェネレー
ション(発電設備)が吹き飛んだ様子が見て取
れます。大きな地震では自動的に供給遮断
されますが、LP ガスが⾧い配管の途中で破
損したことによって漏洩していた可能性も
考えられます。ただ、爆発の規模との因果
関係には疑義もあり、なお検証が必要と思
われます。 

帝国データバンクは 31日、8月に値上げする

食品の品目数が前年同月比 8割増の 2311品目

となる見通しだと発表しました。中東情勢の悪

化や円安が主な要因です。与野党から反発が出

る中「悲願」とする高市氏は食料品の消費税を

来年 4月から 1％に引き下げると表明しまし

た。日本円の価値を棄損したのは高市氏自身で

あり、物価高対策というよりも選挙対策という

ことでしょう。30日の減税の発表後には日米

協調介入があったとされ、米当局はユーロ準備

高を切り崩して日本円を購入したことで急速に

円高に進みました。”高市円安”が円ｷｬﾘｰﾄﾚｰﾄﾞの

巻き戻しを誘発し、世界金融恐慌を招くのを危

惧しているということでしょう。 


